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東北大学災害科学国際研究所

災害文化アーカイブ研究分野

助教

活動紹介



自己紹介

• ドイツ出身

• 日本学専攻、文化人類学副専攻

• BA、MA、PhDベルリン自由大学

留学経験：

• 2010年ー2011年：中央大学（東京）

• 2013年ー2014年：上智大学（東京）

• 2017年：東北大学（仙台）



東北からの声

• 上智大学のSlater先生のプロ
ジェクト

• 「被災地の生の声を届く」、
東北の各地でボランティアし
ながら、被災者のインタ
ビュー

• ビデオインタビュープロジェ
クト、デジタルアーカイブ



現在の仕事

• 東北大学災害科学国際研究所・災害文化アーカイブ研
究分野助教

• 災害アーカイブ：日本に起こる災害の記憶と記録、国
内外のデジタルアーカイブとの連携、国内外の博物館/
伝承館での展示等、防災イベント等

• 現在の主な研究テーマ：日本の災害伝承におけるジェ
ンダーと多様性、伝承の在り方、災害の文化的記憶

• 博士論文：東日本

• 震災後のコミュニティづくりの中の地域的な文化の役
割について、宮城県の名取市と福島県の浪江町を比較
研究



災害時と外国人

• 3.11の東京：日本語が出来ない留
学生、観光客等; 災害が少ない
国の方等

• 3.11の仙台：避難所で会話できな
い、宗教やアレルギーのために食
べれない物がある等

＝＞安否確認が難しい、親戚や友
達に連絡ができず、帰国が困難等



仕事上の外国人
と防災の関わり

• 災害が多い国の方々との連携
（イベント、学会、意見交換
等）

• 学生：

災害アーカイブを使用するワー
クショップ、スタディーツアー、
伝承館見学等

＝＞国籍にかかわらず学生の間
防災意識に大きな差がある



仙台市の取り組み

•災害時多言語通訳ボランティア

•寮等での防災訓練

•国際交流防災ワークショップ

https://int.sentia-sendai.jp/j/life/bousai.html
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